
【
小
浜
線
の
は
じ
ま
り

～
敷
設
計
画
と
挫
折
～
】

小
浜
線
の
歴
史
は
明
治
時

代
に
さ
か
の
ぼ
る
。
一
八
八

四
年
に
北
陸
線
（
敦
賀
金
ヶ

崎
ー
長
浜
間
）
が
全
線
開
通

す
る
と
、
次
は
我
が
地
に
と

各
地
で
鉄
道
敷
設
構
想
が
起

こ
っ
た
。
一
八
九
二
年
に
は

国
が
建
設
す
べ
き
路
線
を
定

め
た
法
律
「
鉄
道
敷
設
法
」

が
公
布
さ
れ
、
全
国
三
十
三

路
線
が
予
定
線
に
選
ば
れ
た
。

こ
れ
に
小
浜
線
は
含
ま
れ
な

か
っ
た
が
、
そ
の
三
年
後
、

「
鉄
道
敷
設
法
」
改
正
に
よ

り
「
京
都
府
下
舞
鶴
よ
り
福

井
県
下
小
浜
を
経
て
敦
賀
に

至
る
鉄
道
」
（
敦
鶴
線
）
と

し
て
め
で
た
く
計
画
路
線
に

選
ば
れ
た
。
し
か
し
、
実
施

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
、
民
間
に
よ
る
敦
賀＝

舞

鶴
間
の
鉄
道
建
設
計
画
が
は

じ
ま
る
。
一
八
九
七
年
に
は

小
浜
鉄
道
株
式
会
社
が
創
立

し
た
。
地
元
小
株
主
が
多
か
っ

た
こ
と
か
ら
も
、
若
狭
地
方

の
発
展
を
願
う
地
元

の
期
待
の
大
き
さ
が

う
か
が
え
る
。
そ
の

後
、
小
浜
鉄
道
全
線

の
敷
設
認
可
、
仮
免

許
状
の
公
布
と
進
ん

だ
が
、
日
清
戦
争
後

の
恐
慌
下
、
資
金
不

足
や
地
元
産
業
の
弱

さ
な
ど
に
よ
り
本
免

許
状
の
申
請
が
で
き

ず
、
や
む
な
く
民
間

資
本
で
の
鉄
道
建
設

は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。

【
諦
め
な
い
、
努
力
は
続
く
】

一
九
〇
五
年
、
日
露
戦
争

後
に
日
本
海
沿
岸
の
輸
送
線

の
確
保
が
急
務
と
さ
れ
、
再

び
若
狭
地
方
に
お
け
る
鉄
道

建
設
の
動
き
が
活
発
化
し
て

い
く
。
し
か
し
「
敦
鶴
線
」

早
期
開
通
の
要
請
を
政
府
は

財
政
困
難
を
理
由
に
認
可
し

な
い
。
こ
の
動
き
に
呼
応
し
、

地
元
で
は
山
口
嘉
七

代
議
士
が
若
狭
人
民

の
一
致
団
結
を
訴
え

た
。
そ
し
て
、
一
九

一
二
年
、
敦
賀＝

新

舞
鶴
間
の
官
設
鉄
道

敷
設
が
確
定
し
た
。

こ
の
時
「
敦
鶴
線
」

か
ら
「
小
浜
線
」
へ

と
改
名
さ
れ
た
。

【
ル
ー
ト
決
定
ま
で
】

当
初
、
上
吉
田
地

籍
に
停
車
場
を
予
定

し
て
い
た
が
、
地
権

者
の
反
対
や
風
紀
悪

化
の
懸
念
か
ら
断
ら

れ
た
。
そ
こ
で
、
当
時

の
旧
鳥
羽
村
長
の
沢
本
常
治

郎
氏
が
村
民
の
願
い
を
汲
み
、

十
村
駅
よ
り
鳥
羽
谷
を
経
由

し
三
宅
駅
へ
通
じ
る
路
線
実

現
に
尽
力
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
大
鳥
羽
駅
が
誕
生
し
た
。

幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え

一
九
一
五
年
に
よ
う
や
く
本

格
工
事
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
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本
日
、
二
〇
一
八
年
十
一
月
十
日
、
Ｊ
Ｒ
小
浜
線
（
十
村
～

小
浜
）
は
開
通
百
周
年
を
迎
え
た
。
節
目
と
な
る
こ
の
機
に
、

Ｊ
Ｒ
上
中
駅
で
は
「
百
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
」
が
盛
大
に
行
わ

れ
た
。
ま
た
、
小
浜
線
の
歴
史
を
た
ど
り
、
開
通
当
時
の
偉
業

を
讃
え
る
べ
く
、
若
狭
町
と
美
方
高
校
新
聞
部
に
よ
る
「
小
浜

線
歴
史
新
聞
」
の
発
行
が
こ
こ
に
実
現
し
た
。

小
浜
線
に
詳
し
い
髙
橋

利
男
さ
ん
（
無
悪
在
住
）

か
ら
開
業
当
時
の
歴
史
を

学
ん
だ
。
髙
橋
さ
ん
は
以

前
中
学
校
で
社
会
科
の
教

員
を
し
て
い
た
。
鳥
羽
村

の
初
代
村
長
で
あ
っ
た
沢
本
常
治

朗
氏
が
、
十
村
か
ら
鳥
羽
村
へ
路

線
ル
ー
ト
を
引
き
入
れ
た
と
知
っ

た
こ
と
で
小
浜
線
の
歴
史
に
興
味

を
持
っ
た
と
い
う
。
高
校
時
代
は

三
方
駅
か
ら
Ｓ
Ｌ
で
通
学
し
た
。

ト
ン
ネ
ル
に
入
る
度
に
乗
客
が
一

斉
に
窓
を
閉
め
た
こ
と
が
思
い
出

に
残
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
百
周

年
を
機
に
、
開
通
に
向
け
先
頭
に

立
っ
た
人
や
地
域
住
民
の
協
力
に

つ
い
て
、
若
い
人
た
ち
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
語
っ
た
。

Ｃ５８現役時代の力強い走り（1971年当時）

1884年 北陸線敦賀まで開通

日清戦争

1894～1895

日露戦争

1904～1905

第一次

世界大戦

1914～1918

1893年

～

1912年

小浜線の実現に向け

努力が続く

1915年 小浜線本格工事開始

1917年 敦賀＝十村間開通

1918年 十村＝小浜間開通

1921年 小浜＝高浜間開通

1922年
高浜＝新舞鶴間開通

（小浜線全線開通）

1971年 小浜線ＳＬ廃止

1987年 国鉄からＪＲへ

2003年 小浜線電化完成

小浜線の伝達者から学ぶ

昔の切符を見ながら

小浜線の歴史年表

上中駅で記念イベント



小
浜
線
の
敷
設
工
事
は
第

一
区
～
第
七
区
に
分
け
て
行

わ
れ
た
。
大
雪
や
土
砂
崩
れ
、

第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
る
鉄

類
の
輸
入
困
難
や
物
価
高
な

ど
に
よ
り
、
大
幅
に
遅
れ
る

区
間
も
あ
っ
た
。

中
で
も
難
工
事
と
伝
わ
る

第
三
工
区
（
十
村＝

三
宅
村
）

は
、
一
九
一
六
年
か
ら
始
ま
っ

た
。
作
業
員
の
賃
金
は
高
額

だ
っ
た
た
め
、
地
元
住
民
の

中
に
は
農
作
業
後
に
工
事
に

参
加
す
る
者
も
い
た
。
人
員

も
集
ま
り
順
調
に
進
む
と
思

わ
れ
た
が
、
天
狗
山
の
ト
ン

ネ
ル
工
事
が
難
航
す
る
。
作

業
は
岩
盤
に
ノ
ミ
で
開
け
た

穴
に
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
仕
掛

け
て
爆
発
さ
せ
、
土
砂
を
ト

ロ
ッ
コ
で
出
す
と
い
う
も
の

だ
っ
た
が
、
予
想
以
上
に
岩

盤
が
硬
く
作
業
の
行
く
手
を

阻
ん
だ
。
ま
た
、
請
負
会
社

が
作
業
員
の
賃
金
を
下
げ
た

こ
と
で
ス
ト
ラ
イ
キ
が
起
き

た
こ
と
も
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
工
事
中
の

出
土
品
か
ら
西
塚
古

墳
が
発
見
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
三
年
ほ
ど
脇

袋
で
チ
フ
ス
が
流
行

り
「
古
墳
の
た
た
り
」

と
噂
さ
れ
た
と
い
う
。

鎮
魂
の
供
養
は
近
年

ま
で
続
く
。

こ
の
よ
う
な
様
々

な
困
難
に
作
業
を
妨

げ
ら
れ
な
が
ら
も
着

実
に
完
成
を
目
指
し
、

つ
い
に
、
一
九
一
七

年
に
敦
賀＝

十
村
間

が
開
通
、
一
九
一
八

年
に
は
十
村＝

小
浜

間
が
開
通
、
一
九
二

二
年
に
新
舞
鶴
ま
で

の
全
線
開
通
に
至
っ

た
の
で
あ
る
。

大
鳥
羽
駅
を
中
心
に
三
日

間
の
開
通
祭
が
行
わ
れ
た
と

伝
わ
る
。
開
通
祭
で
は
、
相

撲
大
会
、
田
舎
芝
居
、
盆
踊

り
が
行
わ
れ
、
駅
周
辺
に
は

菓
子
屋
、
お
も
ち
ゃ
屋
、
う

ど
ん
屋
、
そ
ば
屋
が
立
ち
並

び
二
千
人
の
人
々
で
賑
わ
っ

た
と
の
こ
と
。
列
車
が
近
づ

く
と
、
郷
里
を
走
る
列
車

を
見
よ
う
と
人
々
が
集
ま

り
「
万
歳
！
万
歳
！
」
と

喜
ん
だ
。
ま
た
、
鉄
道
唱

歌
が
作
ら
れ
、
各
駅
に
合

わ
せ
た
替
え
歌
が
歌
わ
れ

た
と
い
う
。

小
浜
町
で
は
、
尋
常
小

学
校
の
前
庭
で
式
典
が
行

わ
れ
た
そ
う
だ
。
式
典
後

は
獅
子
舞
、
書
画
展
、
地

方
物
産
の
陳
列
が
行
わ
れ
、

本
境
寺
境
内
の
能
楽
堂
で

は
、
能
や
仕
舞
狂
言
が
演

じ
ら
れ
た
。
町
内
二
十
四

区
か
ら
曳
物
が
巡
回
し
、

花
火
は
昼
夜
数
十
発
上
が
っ

た
。

小
浜
線
百
周
年
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
こ

の
記
念
新
聞
を
読
ん
で
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
た
ち
は
今
回
の
新
聞
作
成

を
通
し
て
、
日
頃
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
小
浜
線
の
歴
史
、

工
事
の
苦
難
や
開
通
の
喜
び
、

多
く
の
人
々
の
努
力
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

機
会
が
な
け
れ
ば
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
ば
か
り
で
す
。
皆
さ

ん
に
も
小
浜
線
の
良
さ
が
伝

わ
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
こ
の

機
会
を
く
だ
さ
っ
た
若
狭
町
、

た
く
さ
ん
の
お
話
を
聞
か
せ

て
頂
い
た
、
髙
橋
さ
ん
と
滝

本
さ
ん
に
は
心
か
ら
感
謝
し

て
い
ま
す
。
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小
浜
出
身
の
代
議
士
で
小
浜

線
の
実
現
に
尽
力
し
た
と
伝
わ

る
。
初
め
「
敦
鶴
線
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
が
「
小
浜
線
と
名
づ

け
る
べ
し
」
と
断
固
主
張
し
た

こ
と
で
、
そ
の
名
が
決
ま
っ
た

と
の
こ
と
。
ま
た
「
小
浜
地
方

が
中
枢
都
市
と
し
て
発
展
す
る

か
、
通
過
駅
と
な
っ
て
衰
退
す

る
か
は
住
民
の
努
力
次
第
」
と

地
域
の
奮
起
を
訴
え
た
。
発
展

に
は
「
海
と
鉄
道
を
結
び
付
け

る
こ
と
、
小
浜
特
有
の
産
業
を

育
成
し
鉄
道
と
結
び
付
け
る
こ

と
が
必
要
」
と
力
説
し
た
。

自
動
車
の
普
及
で
乗
客
数
が

減
少
す
る
と
、
全
国
的
に
駅
の

無
人
化
が
進
ん
だ
。
大
鳥
羽
駅

も
昭
和
四
十
八
年
に
無
人
駅
と

な
っ
た
。
森
下
氏
は
「
駅
を
守

る
会
」
会
長
と
な
り
、
安
全
で

便
利
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

と
し
て
駅
を
活
用
し
た
。
盆
栽

会
や
句
会
な
ど
も
催
し
、
人
々

の
集
う
サ
ロ
ン
の
よ
う
な
駅
と

し
て
再
出
発
し
、
町
づ
く
り
運

動
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

編
集
後
記

難
航
す
る

敷
設
工
事
の
実
際

イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
長
で
あ
る

滝
本
茂
雄
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

滝
本
さ
ん
は
高
校
卒
業
後
、
国
鉄

に
入
社
し
富
山
で
七
年
間
勤
務
し

た
後
、
小
浜
に
戻
り
退
職
ま
で
小

浜
駅
の
運
転
業
務
に
携
わ
っ
た
。

現
在
は
上
中
駅
の
管
理
人
を
務
め

て
い
る
。
滝
本
さ
ん
は
こ
の
機
を

「
百
年
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
小

浜
線
を
次
世
代
へ
繋
ぐ
き
っ
か
け

と
し
た
い
」
と

意
気
込
む
。

小
浜
線
（
敦

賀＝

東
舞
鶴
間
）

の
乗
客
数
は
、

ピ
ー
ク
時
の
昭
和
六
十
二
年
で
一

日
に
二
七
一
二
人
だ
っ
た
が
、
平

成
二
十
九
年
に
は
一
三
一
五
人
と

半
分
以
下
に
ま
で
減
っ
た
。
ま
た
、

小
浜
線
二
十
四
駅
の
う
ち
、
十
一

駅
が
無
人
駅
で
、
十
駅
が
切
符
の

委
託
販
売
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
状
況
に
も
、
滝
本
さ
ん
は

小
浜
線
の
将
来
に
期
待
を
寄
せ
て

い
る
。
「
小
浜
線
は
今
後
も
お
客

様
の
移
動
手
段
と
し
て
重
要
な
役

割
を
担
う
と
思
う
。
新
幹
線
が
通

る
こ
と
で
、
敦
賀
か
ら
沢
山
の
お

客
様
に
嶺
南
の
観
光
を
し
て
も
ら

い
た
い
。
お
客
様
の
足
と
し
て
小

浜
線
に
し
か
で
き
な
い
役
割
を
担
っ

て
ほ
し
い
」
と
熱
く
語
っ
た
。

昭
和
五
十
年
代
、
海
辺
に
は

民
宿
が
立
ち
並
び
、
海
水
浴
シ
ー

ズ
ン
に
は
た
く
さ
ん
の
家
族
連

れ
の
お
客
様
が
小
浜
線
沿
線
の

海
水
浴
場
を
訪
れ
た
。
列
車
の

混
雑
が
激
し
か
っ
た
た
め
、
名

古
屋
駅
か
ら
東
舞
鶴
駅
ま
で
海

水
浴
臨
時
急
行
「
エ
メ
ラ
ル
ド

号
」
や
大
阪
駅
か
ら
若
狭
高
浜

駅
ま
で
「
マ
リ
ン
わ
か
さ
号
」

な
ど
が
運
行
さ
れ
、
若
狭
の
地

に
賑
わ
い
を
も
た
ら
し
て
い
た
。

小
浜
線
に
ま
つ
わ
る

偉
人
た
ち

イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
長
の
意
気
込
み

第
三
工
区
有
田
樋
之
詰
工
事
場

小浜線愛溢れる

各
駅
で
祝
賀
ム
ー
ド

歓
喜
に
わ
く
地
元
住
民

小
浜
線
の
名
付
け
親

山
口
嘉
七

大
鳥
羽
駅
を
憩
い
の
場
に

森
下
儀
右
エ
門

エメラルド号

懐
か
し
の
列
車


